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EC市場規模  

EC市場は年々拡大し、中国の人々にとって重要な消費プラットフォームと化している。中国のEC

小売額は2018年までに1兆ドルに達し、世界EC市場の4割を占めるとみられている（市場調査会

社イーマーケター予測）。  

また、中国の2016年のインターネットショッピング市場におけるB2Cの販売額は前年比31.6％増

の2兆6,000億元（約41兆6,000億円、3,939億ドル）となり、同市場販売総額の55.3％を占有（アイ

リサーチのデータ）。  

携帯端末を用いたネットショッピングが主流となりつつあり、一例として2016年に京東（JD）が受

けた注文の8割は携帯端末経由であった。  

中国における1人当たり国内総生産（GDP）や所得増により、中国人消費者の正規品や良質な商

品に対する需要が高まっている。この要求の高まりがEC市場の持続的かつ急速な発展を促して

いる。  

EC売れ筋商品  

2017年の消費データによると、女性消費者向け商品、例えば衣類、宝石類、ベビー用品などの

販売が大幅に増加。家庭用繊維製品（布団、カーテン、テーブルクロス、タオルなど）は、快適性

や質感が注目され、高付加価値商品が売れるようになってきた。  

日本商品に対する見方  

中国人消費者の日本商品に対する需要は旺盛で、日本商品の強みである品質により注目する

ようになっている。2016年のJD「全球購」（越境ECプラットフォーム）において、日本製品の販売額

は3桁増となった。  

日本の人気商品としては、健康食品、ベビー用品、化粧品などがあり、このほかにも、魔法瓶、

鍋、温水洗浄便座、収納用具、米びつなどが売れ筋である（JDのプラットフォーム）。  

日本企業の強みはブランド力と品質。JDは日本企業との協力に大いに期待している（JDはブラン

ドの知的財産権などの権利保護にも取り組んでおり、ブランドの権利がJDに侵害されないことを

保証）。  

日本企業による中国越境EC市場に対する関心の高まり  

急拡大している中国EC市場で販路拡大を図ろうと、日本企業は越境EC活用に注目しつつある。  

日本企業は例えば、JD「全球購」を通じて、越境EC取引の手続きを簡素化できる。日本ブランド

や日本企業は中国で会社を設立しなくても、「全球購」を通じてJDの2億3,600万人以上のユー

ザーにアプローチすることができる。同プラットフォームの活用で、中国本土で運営する場合に必

要となる人的・物的コストも大幅に削減可能となる。  
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越境EC関連の留意点  

中国政府は2017年9月20日、EC新制度の通関証明書提出などの施行を2018年末までに再延長

する旨、発表。これは(1)通関証明書取得に必要な書類が準備できないケースが多発しているこ

とや、(2)一部指定商品に義務付けられている輸入許可書の取得に数カ月から1年以上の期間を

要することなどによる。 

  

中国における越境ECの市場動向と制度  
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日本貿易振興機構（ジェトロ）発行 

〒107-6006 東京都港区赤坂1-12-32 

アーク森ビル6階 

Tel: 03-3582-5511 

 

お問合せは 

海外調査部 海外調査計画課 出版班まで 

Tel: 03-3582-3518 

E-mail: SENSOR@jetro.go.jp 


